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田
竜
通
信

＊
本
号
執
筆
者
紹
介
（
執
箪
順
）

田

仲

一

成

東

京

大

学

教

授

串

田

久

治

愛

媛

大

学

助

教

授

矢
羽
野
隆
男
大
阪
大
学
大
学
院
学
生

朱

廣

興

東

呉

大

学

（

台

湾

省

）

副

教

授

寺
門
日
出
男
京
都
教
育
大
学
等
非
常
勤
講
師

南

昌

宏

大

阪

大

学

大

学

院

学

生

加

地

伸

行

大

阪

大

学

教

授

＊
今
号
を
も
っ
て
本
誌
は
十
号
と
な
る
。
こ
れ
を
機
会
に
組
織
化
し
、
会

員
の
み
の
購
読
制
と
し
、
店
頭
で
の
販
売
は
停
止
し
た
。
た
だ
し
、
大

学
・
研
究
機
関
に
対
し
て
は
、
送
附
先
を
大
幅
に
整
理
し
て
寄
贈
を
続

け
る
。
創
刊
号
か
ら
九
号
に
至
る
ま
で
、
進
ん
で
寄
附
し
て
く
だ
さ
っ

た
左
記
の
方
々
（
敬
称
略
•
五
十
音
順
）
や
、
ま
た
、
早
く
会
員
制
に

し
て
ほ
し
い
、
会
費
を
払
い
た
い
と
い
う
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
方
々
が
あ
り
、
そ
の
御
好
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

岩

佐

昌

障

神

楽

岡

昌

俊

金

谷

治

合

山

究

静

慈

円

庄

司

荘

一

高

見

寛

信

野

村

茂

夫

橋

本

高

勝

森

美

佐

尾

吉

永

慎

二

郎

林

宏

作

若

槻

俊

秀

＊
本
号
は
左
記
の
法
人
・
機
関
の
御
寄
附
に
よ
っ
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

日
本
生
命
相
互
保
険
会
社

浅
井
光
二

板
倉
行
央

金

根

勝

田
島
一

平
沼
辰
男

林

国

晴

林

国

泰

儒
教
文
化
研
究
振
興
会
（
世
話
人
：
板
倉
行
央
氏
）
は
、
平
成
二
年

八
月
に
設
立
し
た
。
本
中
国
哲
学
研
究
室
の
諸
活
動
（
本
誌
刊
行
な
ど
）

に
対
す
る
支
援
団
体
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
研
究
者
に
と
っ
て
、
た
い
ヘ

ん
あ
り
が
た
い
後
援
者
で
あ
る
。
企
業
の
寄
附
と
言
え
ば
、
目
に
見
え

る
演
劇
や
音
楽
や
美
術
や
探
険
と
い
っ
た
領
域
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
世
の
中
に
は
具
眼
の
士
が
あ
り
、
学
術
研
究

と
い
う
、
ま
っ
た
く
人
目
に
つ
か
な
い
地
道
な
分
野
へ
の
援
助
を
快
諾

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
な
ん
の
見
返
り
も
期
待
し
て
お
ら
れ

な
い
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
諸
活
動
は
実
利
を
提
供
す
る
も
の
で
も
な
い
。

相
互
に
あ
る
も
の
は
心
意
気
で
あ
る
。

本
年
二
月
二
十
六
日
に
懇
親
会
が
あ
っ
た
。

＊
研
究
室
の
異
動
。
助
手
の
寺
門
日
出
男
は
、
三
月
三
十
一
日
に
二
年
の

任
期
を
終
え
て
退
職
し
た
。
四
月
一
日
よ
り
、
京
都
教
育
大
学
等
の
非

常
勤
購
師
を
勤
め
な
が
ら
、
一
剣
を
磨
く
。
後
任
助
手
と
し
て
杉
山
一

也
（
大
阪
大
学
大
学
院
学
生
）
が
四
月
一
日
を
も
っ
て
就
任
し
た
。

儒
教
文
化
研
究
振
興
会
（
敬
称
略
•
五
十
音
順
）

会
員
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負
署
は
、
大
学
院
学
生
五
名
（
後
期
課
程
二
名
、
前
期
課
程
三
名
）
、

学
部
学
生
二
名
、
研
究
生
一
名
。

な
お
、
客
員
研
究
員
の
子
時
化
氏
（
山
東
社
会
科
学
院
儒
学
研
究
所

副
研
究
員
）
は
、
滞
在
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
、
引
き
続
き
研

究
生
活
を
継
続
す
る
。

＊
研
究
室
出
身
者
の
異
動
。
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
北
村
良
和
氏
（
秋
田

大
学
）
が
愛
知
教
育
大
学
助
教
授
、
吉
永
慎
二
郎
氏
が
秋
田
大
学
助
教

授
と
し
て
赴
任
し
た
。

＊
今
年
度
の
学
外
非
常
勤
諧
師
は
、
内
山
知
也
・
大
東
文
化
大
学
教
授
、

安
本
博
•
愛
知
大
学
教
授
、
岩
佐
昌
障
・
九
州
大
学
教
授
、
富
永
一

大
阪
教
育
大
学
助
教
授
、
山
口
久
和
・
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
、

時
•
仏
教
大
学
専
任
購
師
で
あ
る
。

学
内
は
、
併
任
と
し
て
、
福
島
吉
彦
・
教
授
、
深
沢
•
助
教
授

が
大
学
院
を
、
坂
内
千
里
・
専
任
講
師
が
学
部
を
担
当
し
て
い
る
。

＊
朱
廣
興
君
は
め
で
た
＜
就
職
が
き
ま
り
、
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
研
究
室
に
正
式
に
在
籍
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
と
し
て
は
長
い

つ
き
あ
い
を
振
り
か
え
る
と
、
本
研
究
室
の
出
身
者
の
よ
う
に
思
え
る
。

帰
国
後
の
大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
同
君
は
、
将
来
必

ず
、
中
国
人
の
手
に
よ
る
、
中
国
人
の
言
語
意
識
に
基
づ
い
た
中
国
語

文
法
を
体
系
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
真
の
民
族
的
自
立
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
欲
に
燃
え
た
研
究
者
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
私

は

本

当

に

嬉

し

い

。

（

加

地

伸

行

）

(100) 
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